
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いつもお世話になります。今年はラニーニャ現象で、この１１月から、ずいぶん寒くなる予測だそうです。

夏は、過去最高の記録的『猛暑』で、冬は『厳冬』と温度差の激しい１年になりそうです。厳しい寒さで、

あの『猛暑』ですら恋しく思える冬になるかもしれません。くれぐれも、お体にご自愛ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「毎度お世話になります

今月のお支払は小切手

に２００円の印紙を貼

ありがとうございまし

こ

と

く

る

発

「同じ集金額なのに、集

なんて、本当のところ

こんな疑問を持たれたこ

そもそも印紙（収入印紙

印紙税とは、取引そのも

関して作成される文書（

される税金です。 

 

ですから、銀行振り込み

しなければ、取引に関し

ないので、収入印紙は不

 

 
 
 
 
 
 
 
 

苦しいのは

りません。

していませ

に相談しま

あなたの苦労は後に報われ

る時がやってきます。今で

きることは積極的に取り組

んでみましょう。 

着実に努力を積み重ねた苦

労が報われる時期。支えて

くれた周囲の人に感謝の心

を表しましょう。 
領収書と印紙 

！今月の集金におじゃましました。 

ですね。集金額は１５万円なので、領収書

ってと・・・。はいッ、これ領収書です。

た。また、来月もよろしくお願いします！」

のような光景よく見かけますよね。 

ころで、ここに登場した領収書の印紙、よ

考えたら、銀行振り込みで支払をしてくれ

お得意様には、ほとんどの場合、領収書を

行しないので印紙は使ってないですよね。

金方法によって印紙の有無が変わってくる

はこれで良いのだろうか？」 

とはないですか？ 

）は、印紙税という税金です。 

のに課税されるものではなく、その取引に

課税文書）（領収書・契約書など）に課税

で支払をしてもらった場合、領収書を発行

て作成される文書である課税文書は発生し
要ということになるのです。 

自分一人ではあ

救いの手を見逃

んか？周囲の人

しょう。 

一時的な解決の目途が立ち

そうですが、根本的な解決

には至りません。安心せず

精進して下さい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１０月９日～１０日に、日
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春の高山祭りと秋の高山祭
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『猫鍋』なんて聞くと、「えっ！猫を鍋にして食べちゃうの？」

と恐ろしくなります。でもこれは、食べる鍋ではなく土鍋の中

で丸まっている猫のことです。1人の女性が鍋に入っている猫を見て「かわい～い！」

と、その姿の動画をアップしたのが始まり。なんともほのぼの～として癒される『猫

鍋』の動画は口コミでどんどん広がり人気に火がつきました。ヒットのコツは無欲！

という良い例ですね。でも、無欲だと商売にはならない･･･難しいところです。 
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ビジネス戦士の疲れた心を 
癒してくれる・・・ 

れもが一度はツブして快感
味わったことがある、荷物の
ッション材に使われる『プチ
チ』を再現。無限に味わえる
カ・イ・カ・ン・・・♪」。
ーカー：バンダイ 
品名 ：∞（無限）プチプチ
今月の商売のヒント：【ある小さなお店のお話】 

本三大美祭のひとつに上げられている高山祭がありました。岐阜の小さな山間に 
揃えられました。この時期になると必ず思い出すことがあります。それは、私の

。初老の彼は、神奈川県で小さな工務店を２０年以上も営んでいましたが、一昨

した。それまで彼は、毎年必ず２回ほど飛騨高山に行っていました。決まって、

りが終わった３日後です。彼は「祭りが終わった後の雑然とした空気が好きでね」

ある小さなお店に毎年必ず２回訪れていました。そして、一昨年に奥さんが亡く

年以上も続けてきた小さな工務店を閉じた理由でした。奥さんがまだ元気な頃、

、夫婦で３年ほど通いました。だから、初老の夫婦は６回だけそのお店を訪れた

１０月１３日、彼は、一人きり小さなお店に入りました。すると、その前の年ま

お茶が２つ出されました。彼は、黙っていました。お店の主人もなにも言いませ

年も同じです。まったく同じような時間が流れました。「きっと分かっていたんだ

涙目で言いました。私は、彼の話を聞いてとっても感動しました。今すぐにでも

ほどです。しかし、彼はその小さなお店の名前も場所も私には言いませんでした。

でした。自分一人だけの想い出として、きっと言いたくはなかったのでしょう。

のです。私は、寡黙とはただ黙っていればいいというものではなく、相手の気持

を通じて話すことじゃないかと思いました。おしゃべり 
が通い合うとは限りません。また、不器用で物静かな人 
あるはずです。飛騨高山にある小さなお店の主人は、間 
そんな人間になりたいし、そんな仕事がしたいと心から 


